
                       

●
 札
幌
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
は

 
・
 
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
石
狩
川
、
豊
平
川
、
そ
の
支
川
の
月
寒
川
・
厚
別
川

の
堤
防
が
大
雨
に
よ
り
決
壊
し
た
場
合
、
浸
水
し
た
氾
濫
水
が
最
大
で
ど
れ
位
の
深

さ
に
な
る
の
か
、
ま
た
、
ど
の
位
の
範
囲
に
浸
水
が
予
想
さ
れ
る
の
か
を
あ
ら
か
じ

め
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
水
害
時
に
住
民
の
方
々
が
安
全

に
、
ま
た
、
速
や
か
に
避
難
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
水
害
時
の
避
難
場
所
や
避
難
す

る
際
の
危
険
箇
所
等
を
分
り
や
す
く
地
図
上
に
表
示
し
た
も
の
で
す
。

 
・
 
こ
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
想
定
は
、
北
海
道
開
発
局
石
狩
川
開
発
建
設
部
が

管
理
す
る
石
狩
川
、
豊
平
川
及
び
そ
の
支
川
の
月
寒
川
・
厚
別
川
が
概
ね

15
0
年
に

一
回
程
度
起
こ
る
大
雨
（
豊
平
川
流
域
で
は

3
日
間
の
総
雨
量

31
0m

m
程
度
、
昭

和
56
年
の
台
風

15
号
降
雨
量
の

1.
3
倍
）
に
よ
り
市
内
で
堤
防
が
決
壊
し
た
場
合

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

 
・
 
こ
の
想
定
に
は
、
小
さ
な
河
川
の
氾
濫
や
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
の
氾
濫
な
ど
の
内
水

氾
濫
に
つ
い
て
は
考
慮
し
て
い
な
い
の
で
、
表
示
し
て
い
る
浸
水
想
定
区
域
以
外
の

地
域
で
も
過
去
に
浸
水
し
た
実
績
や
大
雨
時
に
浸
水
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

 
・
 
今
後
は
、
ご
家
庭
や
地
域
、
職
場
で
の
水
害
に
対
す
る
日
頃
の
備
え
と
い
ざ
と
い

う
時
の
避
難
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
マ
ッ
プ
は
そ
の
他
の
河
川
の
浸

水
想
定
区
域
公
表
な
ど
に
併
せ
て
記
載
内
容
の
修
正
を
行
う
予
定
で
す
。

 
・
 
こ
の
マ
ッ
プ
や
避
難
等
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
は
【
札
幌
市
危
機
管
理
対
策
室
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問
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合
わ

せ
先
は
【
札
幌
管
区
気
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台
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、
河
川
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

先
は
【
札
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市
建
設
局
土
木
部
河
川
課
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7】
、
下
水
道
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先
は
【
札
幌
市
下
水
道
局
施
設
部
施
設
管
理
課
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で
す
。

 
・
 
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
安
否
確
認
な
ど
の
電
話
が
殺
到
し
て
電
話
が

か
か
り
に
く
い
状
態
（
輻
輳
状
態
）
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
被
災
地
内

の
家
族
や
親
類
・
知
人
等
と
連
絡
を
可
能
に
す
る
の
が

N
TT
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

「
17

1」
で
す
。
利
用
方
法
を
確
認
し
て
災
害
時
に
有
効
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

 
・
 
こ
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
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（
洪
水
危
機
管
理
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
札
幌
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
）
 


